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1.緒 言

21世紀における国民健康づくり運動(健康日本21)や日本人の食生活指針では､肥満や生活習慣

病予防のために､健康によい食生活を実践することが課題であるとしており､食事の栄養バランス

をよくすることはもとより､食事を楽しむことがたいせつであることを強調している12'oこの背景

には,調理済み食品や持ち帰り弁当,ファーストフード等の利用が増大するなど食事を簡便に済ませた

り､肥満への恐れや過度の健康志向などから食べることに楽しみを見出せなくなっている現状があるo

食の満足感を充足させるために､何を､何時､誰と､どのように食べるのがよいのか､食の満足感に関

わる心理的な側面について､意識や価値観も含めて総合的に把握した研究はまだ少ないが.'!'"､食を

通して心身の健康を維持し､生活の質(QOL)を向上させる上で欠かせない課題である｡

著者らはこれまでに､大学生を村象として調査研究を行い､食事の満足感は様々な要因によって

多重的に統制されており､生理的快適性(満腹感)とともに､精神的な快適性に関わる要因が重要

な役割を担っていることを明らかにしてきたoすなわち､生活価値観が食生活に対する意識に影響

を及ぼしており5(ラ)､日常の食行動や食事の満足感は､r朝･昼･夕食の食事区分､男女､生活価値観

によって違いが認められることを明らかにした7)0

本研究では､さらに高校生および20歳代-60歳代の成人を対象として調査を行い｣日常の食行動

や食事の満足感に及ぼす要因について詳細な検討を行うととしもに､食事の手軽さ(簡便性)に対す

る意識が食事の満足感に及ぼす影響についても検討した｡

2-.方法

神奈川県内の高等学校生徒および社会人を対象として､留置き法によるアンケート調査を行ったo

調査期間は1998年5月-9月であり､回収率は76189ら､そのうちの有効回答率は81･00/oであったo

有効回答者数は1,005人であり､性別･年齢別人数を表1に示したo

調査項目は､年齢､性別､生活価値観に関する質問､食生活に対する意識,朝･昼･夕食の食事

区分別に摂食動機､食事の重視点､食事後の評価､食事の満足度､食事後の心身の快適性である｡

質問内容は､先行研究7)に準じたが､食事後の心身の快適性の項目に｢食事にかけた時間｣に対す

る満足感を加えた｡

集計および統計解析にはSPSSを用いた去なお､年代の違いによる比較のために､既に報告した大

学生のデータ7)についても図表中に示した｡
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表1 調査対象者数(性別･年齢別)

男 女 計

高校生 85

社会Å 2()歳代 83

30歳代 3O

40歳代 54

50歳代 75

60歳代 24

94 179

162 245

96 126

14O 194

Ⅰ20∧ 195

42. 66

3,結果及び考察

(1)生活価値観

生活儀偉観に関する質問の困答から､対象者をグ)i,-ビング5)した結果を表2に示した.高

校生では､男女共に消極派と自己流が多く､伝統派や良識派は少なく､また女子では同調派が

多くみられた｡伝統派は30歳代以上で多く､良識派は､高校生を除いた各年代に多くみられた｡

表2 対象者の生活感債観別人数割合(%)
%

消極派 伝統派 同調派 自己派 良識派

高校生 40.0 4.7 14.1 32.9 8.2

21.3 5.3 34.0 24.5 14.9

大学生 男

衣

7.5 11.8 37.7 8.4 34.6

ll.0 16.6 23.8 9.4 39,2

社会人 20鼓代 輿 9.6 3.6 39.8 26.5 20.5

* 8,6 11,1 30.2 24,7 25.3

30歳代 男 26.7 16.7 26.7 0.0 30.0

女 6.3 34.4 25.0 3.1 31.3

40歳代 男 38.9 16.7 27.8 0.0 16.7

女 2.9 22.9 46.4 6.4 21.4

50歳代 男 12.O 37,3 17.3 4.0 29.3

女 6.7 29,2 30.0 2.5 31.7

60歳代 男 ＼ 0.() 25暮0 0.0 25.0 50.0

女 0.0 50.0 21.4 7.1 21.4

(2)食生活に対する意識

食生活に対する意識に関する質問(18項目)を､ ｢食卓環境｣ ｢ファッション･グルメ･簡便

性｣ ｢健康性｣ ｢経済性｣ ｢人間環境｣ ｢噂好性｣の6つの要素別に得点化7)して､衷3にまとめ

たo なお､既報の｢ファッション･グルメ性｣医卜子には調理済み食品･半濁理済み食品やレト

]レト食品､バランス栄養食品を青菜する項目も含まれていることから,本報では｢ファッショ

ン暮グルメ･簡便性｣としたo

多くの年代で男女差が認められたのは｢食卓環境｣ ｢健康性｣因子の得点であ吟､ほとんど男

女差がなかったのは｢プラ｡ツション･'グルメ･簡便性｣ ｢経済性｣ ｢人間環境｣因子であった0

年代別にみると､年代が高くなるにつれて得点が高くなる傾向がみられるのは､ ｢食卓環境｣

｢健康性｣ ｢人間環境｣ ｢時好性｣因子であり､反対に｢ファッション･グルメ･簡便性｣ ｢経済

性｣の因子は若い年代で得点が高かった｡
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(3)朝･昼･夕食の食事区分別にみた摂食動機∴食事の重視点､食事後の評価

掛昼･夕食の食事区分別にみた摂食動横,食事の重視点､食事後の評価の績琴については,

社会人を20 (歳)代と30 (歳)代以上に分けて集計した｡

摂食動機(図1)をみると､どの年代におv'､ても｢空腹のため｣と答えた入がもっとも多か

った｡これを食事区分別にみると､若い年代では朝食で｢空腹のため｣と答えた人は少なかっ

たdまた､高校生と大学生では｢何となく｣と答えた人が､いずれの食車区分においても少な

からずおり､ 20代や30代以上では｢健康･美容のため｣と答えた人が多くみられた｡

′食事の重視点(図2)をみると､朝食ではどの年代においても｢手軽さ｣を重視する人が多

くみられた｡夕食では｢おいしさ｣や｢轟腹感｣を重視する人が多かったが､大学生では｢手軽

さ｣や｢経済性｣が昼食･夕食においても重視されていたo` ｢栄養健康｣を重視する入は30代以

上で多かったo

食事後の評価(どんな食事だったか)の質問に対する回容では掴3)1､｢おいしかった｣が

いずれの年代､いずれの食事区分でも多くみられたo次に｢手軽であ?た｣が多かったが､大

学生以外は夕食を｢手軽であった｣とする人が少なくなるのに対して､一大学生では朝･昼･夕

食ともに｢手軽であった｣が多くみられた｡また､大学生では｢経済的であった｣とする人も

多かったo
--一方､30代以上では｢健康的であった｣とする人が､他の年代に比べて多かった｡

(4)食事の満足度､食事後の心身の快適性

食事後の気分の高揚度､ 7)ラックス度､充実度､満足度について7点辞儀尺度を用いて質問

し､ 4項目の合計得点を｢食事の満足度｣得点とした｡また､食事後の生理的快適性として｢満

腹感｣を､精神的快適性として｢おいしさ｣ ｢食卓環境(の雰囲気)｣ ｢会話(コミュニケーショ

ン)｣ ｢栄養(･)健康性｣ ｢経済性｣ ｢手軽さ｣ ｢食事(にかけた)時間｣について｢大変満足｣か

ら｢大変不満足｣まで7点評価尺度により質問し†それぞれに得点化した｡朝･昼･夕食の食

事区分別に､ ｢食事の満足度｣得点および食事後の心身の快適性8項目の得点を表4に示したo

｢食事の満足度｣得点は､いずれの年代ら土おい七も夕食でもっとも高く､20代および30代以

上では有意な差が認められた去

食事後の心身の快適性については､いずれの年代においても｢満腹感｣｢おいしさ｣ ｢食卓環

境｣ ｢栄養健康性｣の得点が夕食で高かったo ｢会話｣の得点が高かったのは､高校生と大学生

では昼食であり､ 20代と30代£Lヒでは夕食であった｡ ｢経済性｣ ｢手軽さ｣の得点は食事区分に

よる違いはみられなかった｡

｢食事の満足度｣得点を目的変数とし､食事後の心身の快適性8項目(大学生では7項目)

の各得点を説明変数として､食事区分別に重回帰分析を行った結果を表5に示した｡

高校生では､朝食では｢手軽さ｣､昼食では｢満腹感｣､夕食では｢おいしさ｣と｢栄養健康

性｣がプラスで有意な要因となっていたo大学生では､朝食では｢栄養健康性｣,昼食では｢お

いしさ｣と｢会話｣､夕食では｢おいしさ｣と｢栄養健康性｣がプラスで有意な要因であったく〉

20代については､昼食で｢満腹感｣､夕食では｢おいしさ｣がプラスで有意な要因であった｡ 30

代以上では､J朝食で｢おいしさ｣と｢食事時間｣､昼食で｢おいしさ｣,夕食で｢満腹感｣ ｢食卓

環境｣ ｢食事時間｣がプラスで有意な要因であった｡

高校生の昼食では､摂食動機が｢空腹のため｣と答えた人が多く､ ｢満腹感｣が満たされると



食の満足感に影響を及ぼす因子 5

食事の満足感が高くなったものと考えられる｡ ｢手軽さ｣に着目してみると､高校生の朝食では

｢手軽さ｣を重視した人が多く､食事の満足感にもこれがプラスの要因になっていたが､他の

年代では朝食や昼食に｢手軽さ｣を重視した人が多くみられたにもかかわらず､ ｢手軽さ｣は食

事の満足感に有意な要因とはなっていなかった｡

(5)食事の手軽さに対する意識と食事後の評価､食事の満足感との関わり

高校生､社会人の対象者について､食事の重視点について｢手軽さ｣を重視したか否かによ

って2群に分け､生活価値観､食生活意識､食事後の評価､食事の満足度､食事後の心身の快
適性を比較した｡

生活価値観および食生活意識の得点には両群間に違いは認められなかった｡手軽さを重視し

た食事は､食事区分別では朝食に多く､年代別では高校生に多くみられた｡

食事後の評価(図4)では､いずれの年代においても手軽さを重視した人は｢手軽であった｣

｢経済的であった｣とした人が多く､手軽さを重視しなかった人では｢おいしかった｣ ｢ポリュ

-ムがあった｣ ｢お袋の味であった｣
｢健康的であった｣ ｢愛情があった｣と評価した人が多かっ

た｡

食事の手軽さ重視別にみた食事の満足度得点および食事後の心身の快適性得点を､表6にま

とめた｡ ｢手軽さ｣については､すべての年代において､手軽さを重視した人の得点が有意に高

値であった｡一方､ ｢手軽さ｣ ｢経済性｣を除く因子については､いずれの年代においても手軽

さを重視した人の満足度得点が低く､ 20代および30代以上では有意な違いが認められた｡

食事の手軽さ重視別に､ ｢食事の満足度｣得点を目的変数とし､食事後の心身の快適性8項目

の各得点を説明変数として､食事区分別に重回帰分析を行った結果を表7に示した｡高校生の

場合､手軽さを重視する人では｢会話｣､ ｢健康性｣ ｢手軽さ｣が食事の満足感にプラスで有意な

要因になっており､手軽さを重視しない人では｢おいしさ｣ ｢満嘩感｣がプラスで有意な要因で

あった｡ 20代の手軽さを重視する人では｢満腹感｣と｢会話｣がプラスで有意な要因であり､

30代以上の手軽さを重視する人では｢おいしさ｣ ｢満腹感｣がプラスで有意な要因であった｡一

方､手軽さを重視しない人では､ ｢おいしさ｣ ｢会話｣ ｢食事時間｣が食事の満足感にプラスで有

意な要因になっていた｡

以上の結果から､手軽さを重視したとしても､ ｢手軽さ｣が食事の満足感に有意な要因となっ

たのは高校生だけであり､ 20代および30代以上では食事の満足感にプラスの作用はしないこと

がわかった｡
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図2 食事別にみた食事の重視点
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図3 食事別にみる食事後の評価
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4.まとめ

食生活意識の6因子の中で､ ｢食卓環境｣ ｢健康性｣の得点は､若い年代(高校生､大学生､ 20代

社会人)において低かった.また､若い年代では､朝･昼･夕食の実際の食事においても｢栄養健

康｣を重視する人が少なく､食事後の評価でも｢健康的であった｣とした人は少なかった｡若い年

代では､ ｢ファッション･グルメ･簡便性｣ ｢経済性｣の意識が実際の食物選択や食事内容に大きく

影響していると考えられる｡また､年代によって食生活意識に違いがみられる背景には､生活価値

観の違いがかかわっているものと推察される｡

食事の満足度は､いずれの年代においても夕食でもっとも高く､食事後の心身の快適性について

は｢満腹感｣ ｢おいしさ｣の得点が高かった｡食事の満足度に影響を及ぼす要因を解析したところ､

年代､朝･昼･夕食の食事区分によって違いがみられたが､ ｢満腹感｣と｢おいしさ｣はほとんどの

年代で有意にプラスの影響をもつ因子であった｡ ｢満腹感｣と｢おいしさ｣ーは食事の重視点において

も重視されており､いずれの年代においても生理的に要求され､しかも食事の満足度に大きな影響

を及ぼしていることが確認された｡ ｢栄養健康性｣につい七は､大学生と高校生においてプラスの影

響をもっていたが､社会人20代と30代以上では､食事の重視点において重視しているにもかかわら

ず,食事の満足度には影響力をもたなかった｡この年代では｢食事時間｣や｢食卓環境｣が食事の

満足度-の影響が大きいものと考えられる｡このような年代等による違いの理由については今後詳

しく検討していきたい｡

食事の重視点において｢手軽さ｣を重視したか否かにより2群に分けて検討したところ､いずれの

年代においても｢手軽さ重視｣群の方が食事の満足度が低いという結果が得られた｡食事の満足度

に影響を及ぼす安国を解析したところ､手軽さを重視したとしても､ ｢手軽さ｣が食事の満足感に有

意な要因となったのは高校生だけであり､ 20代および30代以上では食事の満足感にプラスの作用は

しないことがわかった｡

現代社会では､多様な食事を選択できる｢豊かな｣食環境の中で,外食や中食の増加や調理済み

食品の多用など｢手軽な｣食生活に流される傾向がみられる｡手軽な食事をとった場合には食事後

の満足度が低かったことから､食事による心身の満足感を高めるためには｢手軽な｣食生活を見直

す必要があると考えられる｡特に､高校生は他の年代よりも手軽な食事を重視する傾向があり､必

ずしも手軽な食事をしていない場合でも食事後の満足度が低かったこともふまえて､これからの食

教育のあり方を考えていく必要がある｡食の満足感は様々な要因によって多重的に統制されており､

食事の内容ばかりでなく､食卓環境や個人の食生活意識､生活価値観などを視野に入れてこれから

a)食のあり方を考えねばならない｡
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